






















































































































史』の翻訳で、十四冊の草稿が残されてい 行書で かれたこの草稿は下書きであり、兆民による浄書者への指示が書き込まれている。 のは、『三酔人経綸問答』と同じく、一丁につき二十行、各行二十字という体裁で やはり細筆により墨書されている。　
本草稿の浄書部分における推敲によって書き込まれた箇所も、同様に




れた『策論』がただ一つ残っている。『策論』は、西郷隆盛を押し立てて日本の政治の方向を大きく変えようという島津久光への献策の草稿であり、松永昌三氏により発見され、現在は高知市立自由民権記念館に所蔵されている。島津久光に提出するため草稿段階においても浄書されたと思われ、行書がかっ 楷書で書かれている。いっぱんに、字体の規格化が進んでいる楷書においては書き手による特徴は見出し難く、この『策論』と『三酔人経綸問答』の草稿の筆跡の比較においてもそ したことがいえる。よそ行きの楷書では、行書にくらべ き手の個性があらわれにくいのである。　
ただ、それでも、『三酔人経綸問答』草稿の 部分と『理学沿革






























































尾は削除された別の下書きに続いていたことなど、兆民による推敲の痕跡を確認することがで る。したがっ 、南海先生の意見が本草稿とは異なっている可能性があるものの、「三月下旬」の時点でいちおうの完結はつけられ たとみなすのである。　
こうしたやや強引な推測を重ねるのには理由がある。兆民は、『三酔人



















































































































































































レ果テ何亊ヲ為ス可キ乎剱ヲ揮ツ 風ヲ斬ンニ剱如何ニ鋭利ナルモ風 飄忽茫漠タル奈何セン我レ其レ風ト ラン哉弱小ノ邦ニ據リテ强大ノ邦ト交ハル者ハ彼レノ萬分ノ一ニモ足ラサル有形ノ腕力ヲ奮フ



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































邦ノ民タル者今ニ於テ僅々十萬数ノ兵衆ヲシ十百艘ノ舩艦ヲ発シ遠ク地ヲ境外ニ畧シテ以テ本土財利 流注 疏通セント欲スルカ如キハ愚ニ非サレハ狂ナリ唯務メテ自ラ守リラ足スコトヲ求ム可キ ミナレハ則チ何ソ此カ為メニ一策ヲ
スコトヲ求メサルヤ一策トハ何


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































爭ハ人ノ怒ナリ戦ヒハ国ノ怒ナリ爭フコト能ハサル者 懦夫 リ戦フコト能ハサル者ハ弱國ナリ人若シ 悪德 ハ末節ナリト曰ハヽ僕ハ對ヘテ曰ハントス人ノ現ニ悪德有ルコトヲ奈何セン国ノ現ニ末節ニ
狥
フコトヲ奈何セン亊
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































為シテ心中ニ相ヒ嫉ムニ至ル二国 亊情正ニ是ナリ僕故ニ曰ク二国ノ相怨ムコトハ一朝一夕ノ故ニ非ス 紳士君 言 如ク単ニ維
帝

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ノ軽便ナルカ如クナラス縱令ヒ邦国 運動ヲ 一個人ノ如ク ラシメハ強者ハ常ニ暴ヲ恣ニシテ弱者ハ常ニ禍ヲ蒙ムル可キモ幸 然
ラ
ス

シ
テ一
兵萬衆
ヲ出シ一百数ノ艦ヲ
遣ハサント欲スルトキハ君主議シ
宰萬数ノ兵

相議
シ百僚議シ
新
聞紙論シ
議院論シ新聞紙論シテ一個人カ衣ヲ搴ケ
棍ヲ持シ徒歩シテ鬪ニ赴クカ如クナラス是レ正ニ
ゴルドン
将軍カ
命亜剌比ノヲ沙漠
ニ殞セシ所以ナリ
クールベー
提督カ
死終
‌
［
110ウ］
ヲ安南ノ瘴煙ニ
致取リ

セ
シ所以ナリ然ラスンハ英佛ハ強ヲ
以テ
各其兵ヲ出シ謀ヲ運スルコト
個人ノ軽便ナルカ
如クナル
　
トキハ亜細亜地方ハ其呑
併セラルヽコト已ニ久シカランノミ故ニ歐洲諸国ノ兵 猶ホ虎獅ノ如シ其議
院
其新
聞紙ハ猶ホ銕網ノ如シ而テ
加又諸

フ
ルニ
夫又
萬
国均㔟ノ

国公義有リ萬国公法ノ約有リテ隠然トシ
テ其手足ニ膠
之ニ□
□著
スルカ故ニ夫ノ獰悪ナル虎獅ハ終歳口ヲ開キ舌ヲ
吐クモ遽ニ其
貪噬齧

暴
ヲ恣ニスルコト能ハサルナリ僕故ニ曰
ク紳士君ノ民主制度ヤ豪傑君ノ
外侵
略
㫖
義ヤ皆歐
洲強国
ノ
形

㔟
ニ於テ過慮スル所有ルカ為メナリト
是時二客
□辭
ヲ合シテ曰ク若シ彼レ一日敢テ悍然トシテ
‌
［
111オ］
来襲フニ於テハ先生将ニ何ヲ以テ之ヲ待タントススル乎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
南海先生曰ク彼レ果テ他国ノ議ヲ
顧惮ラ
ミ
ス公法ノ義ヲ
惮顧
ミス議院ノ論ヲ
慮顧
ミス敢テ
悍狡焉

然
ト
シ慮ラ
テ
来襲フ
トキハ我レ唯力ヲ竭
シ
テ抗
禦シ国人皆兵ト為リ
進或ハ要勝ニ

退出没
據リテ拒守シ或ハ不意ニ出テヽ侵撃シ進退出没変化測ラレ
スサルヲ為シ

シテ彼
ハ客ニシテ
□
我ハ主

□□ヲ
ナ
□リ
彼ハ不義ニシテ我ハ
義ナリ我将士我卒徒敵愾ノ氣
益
々

奮
揚スルニ於テハ曷
ソ遽ニ自ラ防守スルコト能ハサルノ理有ラン哉是ハ則チ□□武
官ノ職

ニ
服スル者自ラ當ニ竒計妙策有ル可キノミ且ツ
‌‌
［
111ウ］
我
兵亜細亜ノ兵終ニ歐洲ノ兵ニ當ルニ

□ニ自ラ防守スルニ
足ラスト為ストキハ紳士君ノ民主
国ヤ豪傑君ノ新大邦ヤ皆亦陥落スル所ト為ラン ミ僕
トモ亦
雖
モ別ニ竒策有ルニ非サルナリ獨リ僕ノミニ非ス
シテ卽チ英佛諸国カ相互ニ攻守スルモ亦別ニ竒策有ルニ非サルナリ之ヲ要スルニ我亜細亜□諸邦ノ兵ハ此ヲ以テ侵伐セント欲ス トキハ足ラサ モ此ヲ以テ防守スルトキハ餘有リト為ス故ニ
□務テ

□
平時ニ於テ訓錬シ
□蒐肄シテ以テ
鋭ヲ養
フトキハ何ソ遽ニ
自ラ守ルコト能ハサルコ ヲ
□憂

ヘン哉何ソ紳士君
ノ計ニ從ヒ
如ク
手ヲ束ネ
テ死ヲ俟ツコトヲ須イン哉何ソ豪傑君ノ
如略ニ循ヒ

ク
怨ヲ
他隣
国ニ
抑々豪傑君ノ所謂阿非利加カ亜細亜ノ一
大買フコトヲ須イン哉

邦
　　
‌‌
［
112オ］
ハ僕
モ固ヨリ何ノ邦ヲ指スコトヲ知ル

亦是ヲ察スルコト能
ハス但所謂大邦若シ
果テ亜細亜ニ在ルトキハ是レ宜ク相共ニ結テ兄弟国ト為リ
平緩急

時
相救フテ以テ各々自ラ援フ可
キナリ妄ニ干戈ヲ動シ軽ク隣敵ヲ挑シ無辜ノ
惮
173
民ヲシテ命ヲ
□弾
丸ニ殞サシムルカ如キハ尤モ
計ニ非サルナリ
中若夫レ

ニ就キ
支那国ノ如キハ其風俗
習尚ヨリシテ言フモ其文物品式ヨリシテ言フモ其地㔟 亜細亜ノ小邦タル者ハ當ニ之ト
交好
ヲ敦クシ交ヲ固クシ務テ怨ヲ相
□嫁
スルコト無キコトヲ求ム可キナリ国家益々
物土
産ヲ
‌‌
［
112ウ］
増殖シ貨物ヲ殷阜ニスルニ及 ハ支那国土ノ博大ナル人民ノ
滋蕃
ナル實ニ我レノ一大販路
ニシテ混々盡ルコト無キ利源ナリ是ニ慮ラスシテ徒 一時国體ヲ張ル 念ニ
狥
フ
ヒテ
瑣碎ノ違
言ヲ名トシ
テ徒ニ

爭
竸ヲ□騰ルカ如キハ僕尤モ其非
計ヲ見ルナリ論者或ハ言フ此邦素ヨリ怨ヲ我修メント欲スルコト久シ我レ縱令ヒ禮ヲ
厚
クシ
好ヲ敦ク
セシテ
ン
相結フコトヲ求ムルモ□他ノ小邦ノ關係ヨリシテ彼レ常
ニ憤々ノ念ヲ懐ク有 カ故ニ一朝機會ニ遭遇スルトキハ彼レ或ハ歐洲強国ト謀ヲ恊ヘ約ヲ通
□シ

テ以テ
‌‌
［
113オ］
我ヲ排擠シ□強国ノ餌ニ供シテ自ラ利スルコトヲ計ルモ未タ知ル可ラスト僕ヲ以テ之ヲ考フルニ支那国ノ心ヲ設 コト未タ必スシモ此ノ如キニ至ラス大抵国ト国ト怨ヲ結フ
ハ所以ノ者

實形
ニ在ラスシテ虚声ニ在リ實形ヲ
洞察スルトキハ少 疑ヲ置クニ足ラサルモ虚声ヲ預測スルトキハ頗 畏ル可キヲ見ル故ニ各国ノ相疑フハ各国
ノ神経病ナリ青色ノ眼鏡ヲ著ケテ物ヲ視ルトキハ見ル所トシテ青色ナラサルハ莫シ僕常ニ外交家ノ眼鏡ノ無
色透明

ナ
ラサルコトヲ憫レムナリ
是故ニ両
国邦
ノ戦端ヲ開クハ互ニ戦ヲ好ムカ為メニ
‌
［
113ウ］
シテ然ル 非スシ
テ正ニ
戦
ヲ畏ルヽカ為メニシテ然ル者ナリ
我レ彼ヲ畏 ヽカ故ニ急ニ兵ヲ備フレハ彼モ亦我ヲ畏レテ急ニ兵 備ヘテ彼此ノ神経病日□ニ熾ニ月ニ劇烈クシテ
ク
其間又彼ノ新聞紙ナル者有リ
萬各

国ノ實形
ト虚声トヲ並挙シテ區別スル所無ク甚ハ或ハ自家□神経病ノ
茟
ヲ
□振ヒ

テ
振フテ
一種異様ノ彩色ヲ施シテ
之ヲ世上ニ傳播スル有リ是ニ於テ彼ノ相畏ルヽ両邦ノ神経ハ益々錯亂シテ以為ヘラク先ンスレハ人ヲ制ス寧ロ我ヨリ発スルニ如カスト 両邦戦畏ルヽノ
心念

俄
ニ
其極
ニ至リテ戦端自然ニ其間ニ開クルニ至ル
‌
［
114オ］
是レ古今萬国交戦ノ實情ナリ若
シ其一邦

神
経
病

無
クキトキハ大抵

シテ戦爭
ニ至ルコト無ク卽チ 爭ニ至ルモ其邦ノ戦略ハ必ス防禦ヲ主トシテ餘裕有リ義名有ルコトヲ得テ文明ノ春秋経ニ於テ必ス貶譏ヲ受 コト無キナリ」
□
㑪
若シ神経病ヲ起ス
洋学紳士曰ク先生
□ノ
論ハ比
ニ冨ミ形容ニ專
ラニシテ
徃極テ喜フ

々有形
可キモ本
㫖
ノ在ル所
ハ猶尚ホ

茫
洋
トシテ影ヲ捉フルカ如キヲ覚フ願クハ先生
明願クハ

ニ髙㫖ノ要ヲ摘ミテ

亊實ヲ撮リテ
之ヲ示メセ
174
豪傑ノ客曰ク先生ノ論ハ吾
㑪
両人ノ言ニ於テ
　　
‌
［
114ウ］
皆一

モ採用セラルヽコト無シ請フ邦家将来ノ経綸
ニ於テ先生ノ所見ヲ述ヘテ之ヲ教ヘヨ南海先生乃チ曰ク亦唯立憲ノ制ヲ設ケ上ハ皇上ノ尊榮ヲ
増張リ

シ
下ハ萬民ノ福祉ヲ増シ上下両
議院ヲ置キ上院議士ハ貴族ヲ以テ之ニ充テヽ世々相承ケシメ下 選挙法ヲ用イテ之ヲ取ル是ノミ若夫レ詳細ノ規條ハ歐米諸国現行ノ憲法ニ就イテ其採ル可キヲ取
リランノミ是ハ則

テ其棄ツ
可チ一時談論ノ遽ニ

キヲ棄ツルニ
言盡ス所ニ非サルナリ外交ノ
㫖
義趣
175
草稿
酔人之奇論
刊本
1オ
8
千歳ノ前ニ溯リ千歳ノ後ニ跨リ
23上
6
千載ノ前ニ溯ホリ千載ノ後ニ跨リ
1＿
5
千歳の前に溯り千歳の後に跨り
1オ
9
社會ノ方計
23上
7
社會ノ方針
1＿
6
社會の方計
2オ
7
痕迹ヲ畄ルナク
23下
6
痕迹ヲ留ルコト無ク
1＿
9
痕迹を留ることなく
3オ
2
洋火酒ヲ齎シテ
24上
3
洋火酒ヲ齎ラシテ
3＿
8
洋火酒を齎して
3オ
7
思想ノ
中ニ
24上
7
思想ノ園中ニ
3＿
10
思想の閨中に
3オ
8
論理ノ直線ニ
䋸
フテ
24上
7
理論的ノ直線ニ循フテ
3＿
11
論理の直線に循ふて
3ウ
9
先生ノ識古今ヲ串ク
24下
1
先生ノ識古今ヲ貫ク
4＿
6
先生の識古今を串く
5オ
2
剱ヲ揮ツテ
25上
5
劔ヲ揮フテ
5＿
10
劔を揮ふて
5オ
9
文明ノ原質ナル良心
25上
11
文明ノ原質ナル良心
6＿
3
文明の原質なる理義の心
5ウ
4
彼モ亦其堡塁ヲ恃ミ
25上
15
彼モ其 堡塁ヲ恃ミ
6＿
8
彼も亦其堡塁を恃み
5ウ
9
我邦
25下
4
我國
6＿
11
我邦
6オ
1
彼果テ
25下
5
彼レ果テ
7＿
1
彼果て
6オ
1
我田
25下
5
我邦
7＿
1
我田
6オ
4
忍耐力ニ冨サル者
25下
7
忍耐力ニ富サル者
7＿
2
忍耐力に富まさる者
6オ
6
大劫会
25下
10
大都會
7＿
4
大劫會
6ウ
3
プラトン
25下
15
フラトン
7＿
8
プラトン
6ウ
8
為サル乎
26上
3
為サル乎」
7＿
12
為さゝる乎
7オ
6
南海先生笑ツテ曰ク
26上
10
南海先生笑フテ曰ク
8＿
6
南海先生笑つて曰く
7オ
8
豪傑ノ客モ亦笑ツテ曰ク
26上
11
豪傑ノ客モ亦笑テ曰ク
8＿
8
豪傑の客も亦笑つて曰く
7オ
10
任スル者
26上
12
任スルモノ
8＿
9
任する者
8オ
8
豫メ
26下
11
豫シメ
9＿
11
豫め
8ウ
5
一衣帶水ノ外
27上
1
一衣帶水ノ外
10＿
3
一衣帶水の外、
8ウ
7
苟婾
27上
3
苟婾
10＿
5
苟偸
8ウ
9
明医
27上
4
明醫
10＿
6
名醫
9オ
2
擧ケ
27上
7
擧テ
10＿
8
擧け
9オ
3
果シテ
27上
8
果テ
10＿
9
果して
9オ
8
易ルニ
27上
12
易ルニ
11＿
1
易ふるに
9オ
10
入ルノミニテ
27上
14
入ルノミニシテ
11＿
2
入るのみ て
9ウ
4
国ノ為メニ
27下
1
国ノ為ニ
11＿
5
国の為めに
『三酔人経綸問答』の草稿・「酔人之奇論」・刊本間における本文の主な異同　
草稿は稿本の何丁目のオモテまたはウラの何行目かを、「酔人之奇論」は『国民之友』第三号の何頁の上段または下段の何行目かを、刊本は集成社か
ら刊行された単行本の何頁の何行かを、それぞれ示した。【草稿・「酔人之奇論」・刊本間 本文 異同】
176
草稿（訂正前）
草稿（訂正後）
酔人之奇論
刊本
1オ
9
我□ソハ人類處卋ノ道ノ指南車ナリ
我ハ是レ人類處卋ノ道ノ指南車ナリ
23上
8
我コソハ人類處世ノ道ノ指南車ナリ
1＿
6
我は是れ人類處世の道の指南車なり
1ウ
2
近眼者カ妄ニ水先案内ト爲リ
近眼者カ妄ニ羅針盤ヲ執リテ
23上
9
近眼者妄ニ羅針盤ヲ操リ
1＿
7
近眼者か妄に羅針盤を執り
2オ
2
地誌歷史ニ切當スルノコトモマヽ之有リ
地誌歷史ニ切當スルコトモ間マ之有リ
23下
2
地誌歷史ニ切當スルノコトモマヽ之有リ
2＿
5
地誌歷史に切當することも間ま之有り
2オ
5
夫レヨリ二三時間睡眠シ
既
ニシテ二三時間睡眠シ
23下
4
夫レヨリ二三時間睡眠シ
2＿
7
既
にして二三時間睡眠し
2オ
8
狐
狐憑
23下
7
狐
2＿
9
狐憑
2ウ
8
此頃□霖雨打続キ連日欝陶トシテ不快云ハンカタ無ク
近日霖雨濛々トシテ連日開カス情意欝陶トシテ極テ不快ヲ覚ヘリ
23下
15
近日ハ霖雨濛々トシテ連日開カス心神鬱陶トシテ殊ニ不快ヲ覚ヘリ
3＿
4
近日霖雨濛々として連日開かす情意鬱陶として極て不快を覚へり
4オ
5
過テハ輙チ改□益々善ニ進ム者ナリ
其胸中半點ノ塵汚無キ者ナリ
24下
7
其胸中半點ノ塵汚無キ者ナリ
4＿
11
其胸中半點の塵汚無き者なり
4オ
8
民主ノ制ニ循ハサル者多キ 居ル乎
民主ノ制ニ循ハサル邦国猶ホ多キ 居ル乎
24下
9
民主ノ制ニ循ハサル者多キニ居ル乎
4＿
12
民主の制に循へさる邦國猶ほ多き 居る乎
4ウ
1
功名ヲ竸フテ相共ニ屠斬セシムル
功名ヲ竸フカ為メニ無辜ノ民ヲシテ相共ニ屠斬セシムル
24下
11
功名ヲ競フカ為メニ無辜ノ民ヲシテ相共ニ屠斬セシムル
5＿
2
功名を競ふか為めに無辜の民をして相共に屠斬せしむる
4ウ
2
文明ノ運ニ於 後進ナル □□□一小邦
文明ノ運ニ於テ後進ナル一小邦
24下
12
文明ノ運ニ於テ後進ナル一小邦
5＿
3
文明の運に於て俊進なる一小邦
4ウ
4
熕
礮
ヲ鎖シ
熕
礮
ヲ銷シ
24下
14
熕
礮
ヲ銷シ
5＿
5
熕
礮
を銷し
4ウ
6
純然理學的ノ児子
純然タル理□□學ノ児子
24下
16
純然理學的ノ兒子
5＿
6
純然たる理學の兒子
5ウ
1
自由ハ軍隊ナリ艦隊ナリ平等ハ堡塞ナリ友愛ハ剱砲ナリ
自由ヲ以テ軍隊ト爲シ艦隊ト爲シ平等ヲ以テ堡塞ト爲 友愛ヲ以テ剱砲ト爲ス【トキ】ハ天下豈當ル者有ラン哉若シ然ラスシテ
25上
13
自由ハ軍隊ナリ艦隊ナリ平等ハ堡塞 リ友愛ハ劔砲ナリ
6＿
5
自由を以て軍隊と爲し艦隊と爲し平等を以て堡塞と爲し友愛を以て劔砲と爲すときは天下豈當る者有らん哉若し然らす
5ウ
10
我レ畄マラン□□
我レ畄マランニハ
25下
5
我留マランニ
6＿
12
我れ留まらんには
6オ
3
之ヲ忍耐センノミ
忍耐センノミ
25下
7
之ヲ忍耐センノミ
7＿
2
忍耐せんのみ
6ウ
6
大降水
ノヱー
ノ大洪水
26上
1
大洪水
7＿
10
ノエー
の大洪水
6ウ
6
大降水以後
大洪水以後
26上
2
大洪水以後
7＿
11
大洪水以後
7オ
1
一刀刃一彈丸 報酬 スシテ
一刀刃ヲ報セス一彈丸ヲ酬ヒスシテ
26上
6
一刀刃一彈丸 報酬 スシテ
8＿
2
一刀刃を報せす一彈丸を酬ひ して
7ウ
8
踏藉シテ
踏過シテ
26下
3
蹈藉シテ
9＿
3
踏過して
7ウ
8
人類カ
人民
26下
4
人類ガ
9＿
3
人民か
7ウ
9
血ヲ湛ヘルニ至ルモ
血ヲ湛ヘテ所謂革命ノ活劇ヲ演スルニ至ルモ
26下
5
血ヲ湛ユルニ至ルモ
9＿
4
血を湛へて所謂革命の活劇を演するに至るも
8オ
1
略ホ之 怯ルヽコト無シ
少モ怯ルヽコト無シ
26下
6
畧ホ之 懷ルヽコト無シ
9＿
5
少も怯るゝこと無し
8オ
1
サレハ
故ニ
26下
6
サレハ
9＿
5
故に
8ウ
2
政網
政綱
26下
15
政綱
10＿
2
政綱
8ウ
4
纔ニ一卋紀ノ前裁
一卋紀ノ前
27上
1
纔ニ一世紀ノ前裁ニ
10＿
3
一世紀の前、
8ウ
8
自ヲ諱ミテ
疾ヲ諱ミテ
27上
4
自ラ諱ミテ
10＿
6
疾を諱みて
9オ
10
王路易ハ悠々然
王路易ハ則チ悠々然
27上
14
王路易ハ悠々然
11＿
2
王路易は則ち悠々然
9ウ
10
憫然
烱然
27下
7
烱然
11＿
9
烱然
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■語句
草稿
刊本
10オ
10
廟廊
12＿
4
廟廓
23オ
2
第一
26＿
10
第一歩
24ウ
9
身財
28＿
11
身躰
24ウ
10
農商賈
28＿
12
農工商賈
25オ
2
一国人
29＿
1
一國
25オ
5
示令
29＿
4
指令
25オ
6
愚昧
29＿
4
無智
26オ
10
谿谷
30＿
8
蹊谷
30オ
1
君相專制
34＿
9
君相專擅
30ウ
6
草官
35＿
7
草菅
31オ
1
任ニ就キ
35＿
10
仕籍に就き
37オ
10
微ニ
43＿
3
微く
46ウ
10
民主国ノ大患
53＿
7
民主國の通患
47オ
5
自由ノ権
53＿
10
自由
47ウ
6
著實
54＿
7
着實
56ウ
8
躯幹ノ肥大ナルヲ恃ミテ
64＿
11
軀幹の大なるを特みて
64オ
4
斯披
75＿
3
斯
拔
篤
70ウ
9
寛急
82＿
10
緩急
80オ
6
兄弟
93＿
10
子弟
88ウ
10
癌腫ハ疾ナリ
103＿
10
癌腫は疾病なり
89オ
1
恋旧元素 人
103＿
11
戀舊元素 人身
89オ
8
皆無亊ニ苦ミテ
104＿
4
皆太平を厭ひ無事に苦みて
89ウ
2
邦家生肉ノ害ヲ爲サヽルコトヲ冀フ
104＿
7
久く邦家生肉の害を爲さゝることを冀ふ
90ウ
3
狂人ノ行
105＿
12
狂人の行爲
90ウ
5
百萬ノ衆ヲ驅リ
106＿
2
百萬の衆を驅り百萬の熕を運し
94ウ
4
各々力ヲ竸ヒ
110＿
8
各々雄を爭ひ力を競ひ
95オ
3
僕故ニ曰ク
111＿
2
故に曰く
‌ ＊ここで改行。
95オ
5
怨ヲ結ヒタルノミニ非サルナリ
111＿
3
怨を結ひたるに非さるな
103オ
7
食飲シ
120＿
11
飮食し
103オ
7
食飲ス
120＿
11
飮食す
106オ
6
君ノ頭脳中
124＿
11
君の腦髓中
106オ
9
過去思想ノ貯蓄所
125＿
1
過去思想の貯蓄
107ウ
4
現在亊業ノ繪画
126＿
9
現在事業の繪
107ウ
9
㫖
趣
127＿
2
主趣
108ウ
7
滾轉スル
128＿
2
推轉する
111オ
4
他国ノ議
131＿
2
他國の評
111オ
4
公法ノ義ヲ
惮
ミス
‌
131＿
2
公法の議を憚らす
114オ
2
戦爭ニ至ルコト無ク
134＿
12
戰に至ること無く
114オ
7
猶ホ茫洋トシテ影ヲ捉フルカ如キヲ覚フ
136＿
7
竟に茫洋として影を捉ふるか如きを免
れす
■語句（誤→正）
15オ
4
䬻
物
17＿
9
錢物
16オ
8
旧幣
19＿
2
𦾔
弊
19ウ
6
旧幣
23＿
1
𦾔
弊
24ウ
4
去
28＿
8
卸去
25ウ
1
明
絇
29＿
7
明約
26オ
8
猗輿
30＿
7
猗與
67ウ
4
㴞
ム
79＿
2
蹈む
79ウ
6
邦俗ノ爲ニ區セラレサル者
93＿
3
邦俗の爲に局せられさる者
80ウ
10
忌克
94＿
7
克忌
【「酔人之奇論」該当箇所以降の草稿と刊本の本文との異同】
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81オ
3
繊密
94＿
9
縝
密
83オ
1
馬車
96＿
9
馬革
83ウ
1
直ノ
97＿
3
眞の
91オ
10
間拓
106＿
12
開拓
100ウ
10
阿非利種族
117＿
10
阿非利加種族
■助詞
60オ
4
彼ノ米利堅佛蘭西ノ属
68＿
9
彼米利堅佛蘭西の屬
60ウ
1
兵ヲ遣ハシテ来リ襲フ
69＿
2
兵を遣はして來りて襲ふ
61オ
7
紳士君カ
69＿
12
紳士君の
63ウ
3
能ハサル者ハ
74＿
8
能はさる者
67オ
9
紳士君カ祁寒 畏レス
78＿
10
紳士君の祁寒 畏れす
76ウ
5
在テハ
89＿
9
在て
77ウ
4
在ルノ時
90＿
10
在る時
81ウ
1
具フ者
95＿
3
具ふる者
94オ
4
チエール
カ
110＿
1
チヱールの
103オ
1
紳士君平等ノ制度ヲ主張シ
120＿
5
紳士君は平等 制度を主張し
106オ
5
茂生スルハ
124＿
9
茂生するも
114オ
3
其邦ノ戦略ハ必ス防禦ヲ主トシ 餘裕有リ
134＿
12
其邦の戰畧必す防禦を主として餘裕有り
■字体（用字）
10ウ
9
庇
廕
12＿
9
庇蔭
11オ
9
并セテ
13＿
4
併せて
11ウ
10
赤躶
13＿
11
赤裸
16オ
8
汹
湧
19＿
2
洶湧
18オ
6
蓄ヘ
21＿
6
畜へ
24ウ
7
贏
28＿
10
羸
24ウ
8
委靡
28＿
11
萎靡
24ウ
9
一箇
28＿
11
一個
26ウ
8
蓄奴
31＿
2
畜奴
27オ
3
鼓
31＿
5
皷
31オ
4
庇
廕
35＿
12
庇蔭
34オ
1
剋戕
39＿
4
尅戕
37オ
2
并有
42＿
9
併有
45オ
3
51＿
5
蒞
45オ
5
稀踈
51＿
6
稀疎
45ウ
6
稀疎
52＿
2
稀踈
55ウ
7
銕艦
63＿
8
鐵艦
56オ
1
顚狂
63＿
12
癲狂
56オ
2
一箇
63＿
12
一個
56-オ
2
顚狂
63＿
12
癲狂
61オ
9
最後ノ一著
70＿
2
最後の一着
63オ
6
厲マシ
74＿
2
勵まし
63ウ
6
狥
フ
74＿
9
徇ふ
64オ
3
史藉
75＿
2
史籍
65オ
5
滚
轉
75＿
5
滾轉
67オ
6
勇
78＿
9
勇烈
68ウ
1
君ト與ニ
80＿
2
君と共に
69オ
4
轉注滙流
80＿
11
轉注匯流
77オ
5
繙譯
90＿
4
飜譯
78オ
5
牝雞
91＿
5
牝鷄
78オ
8
踈暴
91＿
8
疎暴
78オ
10
頑
戅
91＿
9
頑
戇
78ウ
5
外邦人
91＿
12
外國人
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79オ
4
踈豪
92＿
6
疎豪
79オ
7
忼
慨
92＿
8
慷
慨
81オ
1
八達ノ彳
94＿
8
八達の衢
81ウ
9
忼
慨
95＿
9
慷
慨
82オ
5
忼
慨
96＿
1
慷
慨
85オ
3
何如ソヤ
98＿
12
如何そや
93ウ
9
遭フ
109＿
9
逢ふ
103オ
10
并ニ
121＿
2
並に
104オ
8
白耳矢亜
122＿
3
白耳失亞
■送りがな（増）
11オ
8
雖モ
13＿
3
雖とも
16オ
2
而テ
18＿
10
而して
26ウ
7
頗
31＿
1
頗る
31ウ
1
虽トモ
36＿
5
雖も
32ウ
4
愈ル
37＿
9
愈れる
33ウ
1
仰キテ
38＿
9
仰ほきて
34ウ
1
由テ
39＿
11
由りて
36オ
8
相承ル
41＿
12
相承くる
40オ
5
然トモ
45＿
5
然れとも
41オ
9
踣
シ
‌
46＿
10
踣
ほし
51オ
8
逞クスル
58＿
9
逞しくする
60オ
3
動スレハ
68＿
9
動もすれは
61オ
1
聴スシテ
69＿
8
聽かすして
62オ
2
負ル
72＿
11
負くる
63オ
3
負ル
74＿
1
負くる
64オ
6
開ル
75＿
5
開くる
66オ
8
無ル
77＿
8
無かる
70オ
5
猝ニ
82＿
1
猝かに
70オ
6
暴ニ
82＿
2
暴かに
73ウ
2
晒シ
85＿
11
晒らし
74オ
3
盡ル
86＿
6
盡くる
74オ
6
呑併ラレン
86＿
8
呑併せられん
86オ
4
慮ヲ凝シ
100＿
3
慮を凝らし
87オ
2
似ル者
101＿
5
似たる者
88オ
5
洋学紳士曰
102＿
11
洋学紳士曰く
89ウ
7
事成サレハ
104＿
11
事成らされは
97オ
7
沈没ニ垂タル
113＿
8
沈沒に垂んたる
97ウ
9
云ケルニ
114＿
4
云ひける
105ウ
6
坐ニシテ
124＿
2
坐らにして
113ウ
6
甚ハ
134＿
7
甚きは
114ウ
10
言盡ス
137＿
3
言ひ盡す
■送りがな（減）
21オ
10
復タ
25＿
1
復
34ウ
5
夫ノ政亊的進化ノ理
40＿
2
夫政事的進化の理
42オ
7
暴カニ
48＿
3
暴に
42ウ
9
雖トモ
48＿
11
雖も
49オ
7
一書ヲ著ハシテ
56＿
5
一書を著して
60オ
7
由リテ
68＿
11
由て
62ウ
4
攫ミテ
73＿
7
攫て
63オ
1
雖トモ
73＿
12
雖も
74ウ
1
譬ヘハ猶ホ
86＿
12
譬は猶
75オ
2
我レ
87＿
8
我
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79ウ
1
多クハ
92＿
11
多は
82オ
3
認メテ
95＿
12
認て
85ウ５
能クセス
99＿
9
能せす
85ウ５
肯ヘテ
99＿
10
肯て
93ウ
2
二国ノ相ヒ讐スルヤ
109＿
5
二國の相讐するや
104ウ
3
正サニ
122＿
7
正に
111ウ
10
買フコトヲ
132＿
4
買ことを
114ウ
9
就イテ
137＿
2
就て
■仮名づかい（音便）
24ウ
5
用イル
28＿
8
用ひる
25オ
4
相率イテ
29＿
3
相率ひて
41オ
4
相率イテ
46＿
6
相率ひて
77ウ
10
此二物ヲ用イシコト
91＿
2
此二物を用ひしこと
84ウ
5
用ヰテ
98＿
8
用ひて
85ウ
6
用イル
99＿
11
用ふる
87ウ
2
殆イ哉
102＿
1
殆ひ哉
97ウ
9
更ニ杯ヲ引イテ
114＿
4
更に杯を引きて
98オ
6
無形ノ理義 用
114＿
9
無形の理義 用ひ
98ウ
1
延イテ
114＿
12
延ひて
100ウ
1
就イテ
117＿
3
就ひて
103ウ
10
引イテ
121＿
10
引きて
104オ
6
用イル
122＿
2
用うる
111ウ
10
須イン
132＿
3
須ひん
111ウ
10
須イン
132＿
4
須ひん
■表記（漢字→ひらがな）
34ウ
2
益有ル
39＿
11
益ある
36オ
7
無クシテ
41＿
11
なくして
37オ
3
無キナリ
42＿
10
なき り
37ウ
7
始無ク終無ケレハナリ
43＿
7
始なく終なけれはなり
37ウ
8
外無ク内無ケレハナリ
43＿
9
外なく内なけれはなり
38ウ
1
主人無トキハ
43＿
12
主人なき時は
38ウ
5
有ルコト無シ
44＿
2
有ること し
38ウ
5
生スルコト無シ
44＿
3
生することなし
39ウ
7
有ルコト無シ
44＿
12
有ることなし
42ウ
1
求ム可キ
48＿
6
求むへき
42ウ
5
有ルコト無シ
48＿
9
有ることなし
44ウ
5
何ノ害有ル乎
50＿
11
何の害有るか
45オ
9
他無シ
51＿
9
他なし
47ウ
9
所無キ乎
54＿
9
所なき乎
48オ
10
非ス乎
55＿
5
非すや
49ウ
3
他無シ
56＿
9
他なし
50ウ
7
有ル
58＿
1
ある
61ウ
8
有レ
72＿
8
あれ
108ウ
6
有ラン
127＿
6
あらん
■表記（カナ→漢字）
107オ
3
トキ
［合字］
125＿
12
時
■人名
20ウ
3
コンドルロー
24＿
2
コンドルセー
48ウ
5
アベールトサンピヱール
55＿
9
アベール、ド、サンピヱール
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■読点
16オ
1
龍蟠の形虎躍の勢
18＿
10
龍蟠の形、虎躍の勢
17オ
1
維也納伯林ノ間
19＿
11
維也納、伯林の間
20ウ
3
ヂデロー
‌ コンドルロー
24＿
2
ヂデロー
、
コンドルセー
37ウ
2
炎風ノ日身ニ葛衣ノ軽キヲ著ケテ
43＿
4
炎風の日、身に葛衣 軽きを著けて
42ウ
3
亜細亜阿非利加
48＿
7
亜細亜、阿非利加
67オ
1
我衆彼山腹ヲ繞リ
78＿
5
我衆、彼山腹を繞り
68オ
4
紳士君、紳士君君ハ
79＿
9
紳士君、紳士君、君は
69オ
5
百萬ノ兵衆数百千ノ艦隊
80＿
11
百萬の兵衆、數百千の艦隊か
80ウ
3
一国ノ中、朝野官民学士藝人
94＿
2
一國の中朝野官民學士藝人
81ウ
9
武夫豪傑 流叱咤忼
慨
ノ態
95＿
9
武夫豪傑 流、叱咤慷
慨
の態
87オ
9
紳士君、紳士君、一国中
101＿
11
紳士君、紳士君一國中
87ウ
6
紳士君紳士君
102＿
4
紳士君、紳士君
106オ
1
紳士君紳士君思想ハ種子ナリ
124＿
7
紳士君、紳士君、思想は種子なり
106オ
5
今人々ノ脳髓中
124＿
10
今、人々の腦髓中
106ウ
6
思想、亊業ヲ生シ
125＿
7
思想事業を生し
■濁点
13ウ
3
タラザリキ
15＿
11
たらさりき
73オ
3
諸国カ
85＿
5
諸國が
73ウ
9
非レバ
86＿
4
非れは
74オ
1
非ズ
86＿
5
非す
99オ
10
歐洲学士カ
116＿
1
歐洲學士が
110オ
5
軽便ナルカ如ク
129＿
12
輕便なるが如く
■接続詞
35オ
3
サレハ
40＿
7
是故に
■助字
9ウ
10
宰相ナル耶
12＿
4
宰相なる乎
■調子を整えるための語句の削除
12オ
2
貴族有ル時ハ是レ
14＿
1
貴族有る時は
14オ
8
之ヲ明カニスル
16＿
9
明らにする
19ウ
4
人若シ能ク亊㔟ヲ達観シ
22＿
12
人若し事㔟を達観し
42ウ
8
其他諸国ニ至リテハ
48＿
10
其他諸國に至りて
113ウ
2
然ル者ナリ
134＿
4
然るなり
■その他
49オ
5
存セサル可ラサルノ一書ナリ
56＿
3
存せさる可らさる一書なり
54オ
5
裁ユル者ハ之ヲ培ヒ
61＿
11
栽ゆる者は之を培ひ
56オ
1
顚狂国
63＿
12
癲狂國
67オ
8
紳士君カ
78＿
10
紳士君の
67ウ
4
痩茎
㴞
ムニ隨フテ
79＿
2
痩茎蹈むに隨ふて
68ウ
1
君ト與ニ
80＿
2
君と共に
73オ
4
原由
85＿
6
原因
73ウ
6
性命
86＿
2
生命
82オ
7
故ニ
96＿
3
是故に
84ウ
4
肝脳鮮血等ノ字面
98＿
8
肝腦鮮血頭足等の字面
88ウ
3
武震ニ賴リテ亊ヲ成サント欲ス
103＿
4
武震に賴りて國を救はんと欲す
91オ
6
ビスマルク
106＿
10
帖木兒
95オ
10
財貨ノ殷阜ナ 他ノ諸国ノ企及スル所ニ非ス
111＿
7
財貨の殷阜なること他の諸 の企及する所に非す
95ウ
3
㫖
トスル所ニ非サルモ
111＿
9
其旨とする所に非さるも
96オ
9
後ヲ圖ル
112＿
7
其後を圖
182
98オ
6
其国ヲ以テ
114＿
9
其國をして
98オ
7
精細ニ彫鐫シタ美術ノ作物
114＿
9
精細に彫鐫 たる美術の作物
98オ
8
為シテ
114＿
10
爲らしめ
104ウ
10
沸騰スルコトヲ奈何セン
123＿
1
沸騰するを奈何せん
105ウ
7
恢復的ノ民権
124＿
3
恢復的民權
106オ
9
而テ亊業ナル者ハ
125＿
1
社會の事業は
106ウ
3
紳士君一タヒ史ヲ繙キテ之ヲ誦セヨ
125＿
4
紳士君、君一たひ史を繙きて之を誦せよ
107ウ
6
皆一稱シテ
126＿
10
一稱して
108オ
6
大ニ船ヲ装フ
127＿
5
百千の堅艦を裝ふて
110オ
1
呑併ヲ免ルヽ
129＿
9
呑併の患を免るゝ
111オ
2
待タントススル乎
131＿
1
待たんとする乎
112ウ
7
此邦
133＿
4
支那國
112ウ
7
怨ヲ我ニ修イン
133＿
4
怨を我に修めん
■最終稿の誤記または刊本の誤植と推定される箇所
13オ
7
ハヱッケル
15＿
7
ハエッチル
14オ
8
明カニスル
16＿
9
明らにする
20ウ
7
卋代ヲ逐フテ
24＿
4
世代逐ふて
27ウ
2
境界
31＿
12
界境
32オ
4
肯テ屈下セサル
37＿
2
甞て屈下せさる
32ウ
3
新鮮ヲ茹ラヒ
37＿
8
新鮮を茄らひ
34オ
2
媚ヒ
39＿
5
婿ひ
45オ
6
或ハ千数年ニ一タ 怒ヲ発ス
51＿
7
或は千數年に一たひ怒を發し
47ウ
2
スチュアールミル
54＿
3
スチアールミル
50オ
6
条約誓盟
57＿
5
条約警盟
55オ
2
銕艦
62＿
11
鐵鑑
55オ
2
臨海ノ屋榭
62＿
11
臨海の屋樹
56ウ
8
肥大ナルヲ恃ミテ
64＿
12
大なるを特みて
57オ
1
苦ム者
65＿
2
若む者
57ウ
4
佛蘭西人
65＿
10
佛蘭人
63ウ
3
戦フコト能ハサル者ハ弱國ナリ
74＿
7
戦ふこと能はさ 者弱國なり
64オ
2
暇有ラン哉
75＿
2
暇有らん或
66ウ
5
焦頭裂脚
78＿
1
焦頭烈脚
68オ
3
驍名ヲ世ニ播カンノミ
79＿
8
驍名を世に播さんのみ
71ウ
7
某々々々大中小将
83＿
11
某々々大中小将
77オ
6
時務
90＿
5
時勢
90オ
3
割去ル
105＿
6
割る
90ウ
2
若シ僕ノ二策ヲ取リテ
105＿
11
僕の二策を取りて
92オ
1
アタムスミッス
107＿
8
アタスミッス
94オ
2
寖
ク
109＿
11
寢く
94オ
2
反對黨頗ル衆カリシモ
109＿
12
反對黨頗る衆かなりしも
94オ
7
礫ヲ擲テ之ヲ詬罵セシト云フ
110＿
3
礫を擲て之を詐罵せしと云ふ
